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 聖書、特にイエス・キリスト（以下、主イ

エス）の生涯について記されている福音書

を読んでいますと信じられないような出来

事が幾つも記されています。主イエスが病

気の人を癒し、自分の足で立つことができ

なかった人を立たせ、嵐を静め、悪霊を追

い出し、死人を生き返らせるのです。私た

ちは、これらを「奇跡」と呼んでいますが、

聖書にはこれ以外にも理性的には受け入れ

がたい出来事があります。最たるものは、

クリスマスにマリヤに起こった出来事、処

女降誕です。科学全盛の時代の中で、処女

が子どもを身ごもり出産することなど受け

入れることは困難です。しかし、「今月の聖

書のことば」にあるように、処女がみごも

り、男の子を産むことは主イエスが誕生す

る約700年前に預言されていました。また、

ルカの福音書には、主イエスの母であるマ

リヤの驚きについても記されています。ル

カの福音書には、マリヤの所に御使いが来

て、男の子を産むことを告げる場面があり

ます。それを告げられたマリヤは次のよう

に応答します。「どうしてそのようなことに

なりえましょう。私はまだ男の人を知りま

せんのに。」(ルカ 1:34)この時のマリヤは、

婚約者はいましたが正式に結婚していたわ

けではありませんでした。それにも関わら

ず、「男の子を産みます」と言われても、困

惑するばかりです。そのマリヤに対して御

使いは次のように続けます。「聖霊があなた

の上に臨み、いと高き方の力があなたをお

おいます。それゆえ、生まれる者は、聖なる

「見よ、処女がみごもっている。そして男の子を産む。そ

の名はインマヌエルと呼ばれる。」(訳すと、神は私たち

とともにおられる、という意味である。) 

【マタイの福音書 1:23】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

者、神の子と呼ばれます。」(ルカ1:35)更に

は次のように告げます。「神にとって不可能

なことは一つもありません。」(ルカ1:37)こ

こで御使いが伝えたのは、聖霊なる神の働

きによって、全能の神の働きによってこの

ことが行われるのだ、ということです。こ

れに対してマリヤは「どうぞ、あなたのお

ことばどおりこの身になりますように。」と

応答し、信仰によって受け止めました。こ

の出来事は、19世紀まではほとんどのキリ

スト者によって信じられていましたが、人

間理性を大切にする人たちが多く登場する

ようになってから、疑いの目で見られるよ

うになりました。しかし、処女降誕は、冒頭

で挙げたように、主イエスが行った数多く

の奇跡と調和しています。また、主イエス

ご自身が死人の中からよみがえったイース

ターの出来事とも調和します。その点で、

主イエスがこの世に誕生するときも奇跡に

よる出来事によって誕生したと記されてい

ても、驚くことはありません。また、何より

もこれが全能の神によってなされた出来事

であることを見る時に、処女降誕が不可能

であるはずがありませんし、むしろそれが

出来ない神ならば、「全能の神」という名は

偽りと言って良いでしょう。 

このような奇跡によって誕生した主イエス

は「インマヌエル」とも呼ばれています。こ

れは「神は私たちとともにおられる」とい

う意味です。主イエスは「共にいてくださ

る神」として誕生されました。教会では、今

年もこの主イエスのご降誕を心からお祝い

します。ぜひ教会へお越しください。 

◆コラム 

当教会の紹介第二弾です。それは、教会の中

心である礼拝についてです。当教会の礼拝

は、伝統的な形式で行われています。オルガ

ンによる奏楽によって賛美がささげられ、聖

書からメッセージが語られ、全体的な時間と

しては 90分です。聖書を読んでいますと、

天国では礼拝がいつも行なわれているよう

ですので、教会の礼拝は天国の前味と言った

意味合いがあります。もちろん天国でも同じ

形式で礼拝が奉げられているとは思いませ

んし、天国での礼拝には足元にも及びません

が、天で奉げる礼拝に思いを馳せつつ、地上

での礼拝をささげています。次回は聖書研究

祈祷会について書きたいと思います。 


